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【現状】申請済の高経年化技術評価については，平成25年12月に申

請した工事計画認可申請の内容を踏まえた評価を行い，その技術評
価結果に基づき長期保守管理方針を定めた保安規定の変更認可申
請を実施した。

【今後】工事計画認可申請の補正（以下，「工認補正」という。）を実
施した場合は，その内容を踏まえて，高経年化技術評価の内容を見
直し，長期保守管理方針を定めた保安規定変更認可の補正申請を
行う。

６．新規制基準への対応（１／３）

対象設備等 評価（例）

常設重大事故等
対処設備

高圧原子炉代替注
水ポンプおよび
タービン設備

○代表機器の評価を確認し，構造・材料お
よび内部流体を考慮し，経年劣化事象を
抽出し評価する。

設計基準対象設備
（浸水防護施設）

取水槽防水壁
○津波影響の有無，構造・強度上または
止水性への影響が「有意」な経年劣化事象
の有無を確認し，必要により評価する。

【工認補正により追加される機器（見込み）の評価（例）】

⇒適時実施
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項目
説明時期
（予定）

工認補正後の説明内容

申請概要
第１回審査会合

〔2018/3/19〕
なし

共通事項 2018/5中旬 なし※

技
術
評
価

コンクリートの強度低下およ
び遮へい能力低下

2018/6中旬 なし※

２相ステンレス鋼の熱時効 2018/6下旬 なし※

照射誘起型応力腐食割れ 2018/6下旬 なし※

低サイクル疲労割れ
2018/7中旬
～8下旬

なし※

中性子照射脆化
2018/7中旬
～8下旬

なし※

【申請内容に対する説明時期（予定）および工認補正による追加内容】

６．新規制基準への対応（２／３）

※：工事補正により追加した技術評価結果の追加
・アクセスホールカバーき裂事象に対する概要説明
・追加機器の反映（評価は代表機器に包絡される見込み）
・その他重大事故等時の影響確認
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項目 説明時期 工認補正後の説明内容

技
術
評
価

絶縁特性低下
2018/8下旬
～9下旬

・重大事故等時条件
・重大事故時の耐環境評価

主要な劣化事象以外の事
象

2018/8下旬
・重大事故等時条件
・重大事故時の耐環境評価

耐震安全性評価 工認補正後

確定した基準地震動による耐震安全性評
価

・低サイクル疲労割れの地震影響を考慮した
疲労評価

・中性子照射脆化の地震影響を考慮した圧
力－温度制限曲線評価

耐津波安全性評価 工認補正後
確定した基準津波による耐津波安全性評
価

６．新規制基準への対応（３／３）


